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2年生を対象に、単元「循環器系」の講義・演習を計画・実施した。

フィジカルアセスメント演習、看護技術の統合演習が効果的かつ円滑に

行えるよう事前検討と準備を行い指導した。

16看護方法Ⅴ

生命操作と人間の尊厳 共著 あり 知泉書館、P343

田坂さつき編、建石真公子、一ノ

瀬正樹、羽入佐和子、香川知晶、

笹月桃子、柳原良江、小島優子、

島薗進、芦名定道、鈴木隆泰、波

多野真弓

2025年10月

氏名 波多野　真弓 部署 看護学科 職名 助教

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴
日本医科大学付属病院、淀川キリスト教病院

埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科（助教）

所属学会（役職）日本看護科学学会、日本看護倫理学会、日本看護研究学会、日本看護学教育学会、日本看護管理学会

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

研究分野 看護基礎教育、看護倫理、臨床哲学、

学位 修士

学歴
立正大学文学部哲学科（哲学）

立正大学大学院文学研究科哲学専攻（文学）

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

外反母趾・浮き趾による転倒の予防に向けた病

院看護師の高齢患者の足への関心
共同

第29回日本看護管理学会学術

集会、札幌市
〇波多野真弓、國澤尚子 2025年8月

外反母趾・浮き趾による転倒の予防に向けた病

院看護師の高齢患者の足への関心－無記名質問

紙による調査－

共同
第29回日本看護管理学会学術

集会、札幌市
〇國澤尚子、波多野真弓 2025年8月

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

新人看護師が直面する生活援助技術にお

ける困難感に対する文献レビュー
共著 埼玉県立大学

〇波多野真弓、東口晴菜、原明子、阿部

真純
2026年1月

看護師の心理的安全性に影響を与える要因の特

定：スコーピングレビュー
共同

第29回日本看護管理学会学術

集会、札幌市

〇飯嶋周也、波多野真弓、小川千恵子、

木村諭志
2025年8月

（４）その他

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・学術振興会科学研究費補助

金（基盤研究B）

生死をめぐる意思決定の倫理－内

と外から臨床現場をとらえ直すー
研究分担者 2025.4～2027.3

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

名称 単・共

（２）論文

該当なし

看護学概論 30

１年生を対象に、ナイチンゲール看護の基本理念に基づき、「看護とは

何か」について思考を深められるよう、助言した。「健康とは何か」に

ついて、看護学への関心や学びが深まるよう、臨床経験の中から伝え

た。

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）
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（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

４．社会貢献活動

（５）その他

（２）演習

高校生実習室見学
茨城県立下舘第二

高等学校

看護・医療系大学への進学を希望している高校生に対し、

本学の実習室見学の対応をを行った。
2025.7月

科目責任者と協力し、授業・演習が効果的かつ円滑に行えるよう準備し

た。グループワークでは紙上事例を用いて一連の看護過程が展開できる

よう、イメージがつくような言葉かけを行った。

看護方法Ⅰ 16

科目責任者と協力し、技術演習が効果的かつ円滑に行えるよう事前検討

と準備を行い、環境調整・感染管理、バイタルサイン測定について、技

術演習の指導を行った。

看護方法Ⅱ 16

科目責任者と協力し、技術演習が効果的かつ円滑に行えるよう事前検討

と準備を行い、安全・安楽・自立の視点で移動・移乗や排泄などの生活

援助技術について、技術演習の指導を行った。

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

看護方法Ⅲ 16

科目責任者と協力し、技術演習が効果的かつ円滑に行えるよう事前検討

と準備を行い、清潔援助技術について、臨地実習を想定した技術演習の

指導を行った。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

看護方法Ⅳ 16

科目責任者と協力し、技術演習が効果的かつ円滑に行えるよう事前検討

と準備を行い、診療の補助技術について演習を担当し、安全を意識した

技術演習の指導を行った。

看護過程論 16

看護方法Ⅴ 16

科目責任者・担当者と協力し、フィジカルアセスメント演習、看護技術

の統合演習が効果的かつ円滑に行えるよう事前検討と準備を行い指導し

た。単元「循環器系」の講義・演習を計画・実施した。

ヒューマンケア体験実習

学外実習：2025

年9月18日－25

日：22コマ

県内の老人保健施設にて、1年生5名1グループ、10名1グループを担当

し、実習が円滑かつ学生が効果的な実習が行えるよう、施設長や実習担

当者との調整を行った。カンファレンスでは、ケア実践者として、価値

観の形成につなげられるよう助言した。

基礎看護学実習Ⅰ
学外実習：2026

年2月

1年生を対象に、臨床現場で見学した場面から、患者を生活者として捉

え、行われている看護を考察できるよう、助言した。

卒業論文 2025.4～2025.12 主指導 2名 副指導 名

基礎看護学実習Ⅱ
学外実習：2025

年10月

学内オリエンテーションにおいて、報告に関する講義を50分間行った。

2年生5名1グループ、6名1グループを担当し、初めての受け持ち実習と

して不安が緩和されるよう心がけた。情報収集や観察、コミュニケー

ションを通して患者に必要な看護を実践できるよう助言した。

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

オープンカレッジ講座 埼玉県立大学 あなたの演技が医療を変える－模擬患者の役割りを学ぶ 2025.11月

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

日本看護倫理学会 代議員 2025.5月－2027.6月

第57回関東ブロック（埼玉）大会 全日本断酒連盟
～わが人生の礎は断酒なり～

看護教員として参加した。
2025.7月

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期
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該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

第12回道学教師理事長賞 埼玉県立大学 2026.3

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

学科等における委員会等 就職支援担当者会 2025.4～2026.3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

８．特記事項

学生支援 在校生の就職活動支援 2025.4～2026.3

該当なし

学科等における委員会等 学生支援委員会 2025.4～2026.3

学科等における委員会等 国家試験対策担当者会 2025.4～2026.3

５．学内運営

項目 内容 期間

該当なし


